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昔話を子どもに伝えることの教育的意義














































































































































































































































































気にならない うるさい その他 合計
かちかち山を子どもに
聴かせること
子どもに話を聴かせたい 15 3 0 18
子どもに話を聴かせたくない 50 1 1 52
子どものためには話を聴かせた方
がよい
26 0 0 26










子どもに話を聴かせたい 2 2 14 18
子どもに話を聴かせたくない 8 2 42 52
子どものためには話を聴かせた方
がよい
4 7 15 26
































子どもに話を聴かせたい 7 10 1 18
子どもに話を聴かせたくない 32 14 5 51
子どものためには話を聴かせた方
がよい
20 3 3 26




譲る 譲らない その他 合計
かちかち山を子どもに
聴かせること
子どもに話を聴かせたい 8 6 4 18
子どもに話を聴かせたくない 45 5 2 52
子どものためには話を聴かせた方
がよい
19 5 2 26




１ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ 合計
かちかち山を子どもに
聴かせること
子どもに話を聴かせたい 1 1 2 1 3 6 3 1 18
子どもに話を聴かせたくない 1 8 12 11 5 3 6 3 49
子どものためには話を聴かせた方
がよい
0 1 2 7 4 3 4 5 26







































































かちかちやま内容 肯定 1 2 4 5 2 3 2 4 2 1 1 27
否定 4 3 4 6 1 4 3 0 0 0 0 25
肯定＋否定 1 3 2 2 1 0 1 0 0 0 0 10















かちかちやま内容 肯定 2 3 3 8 10 0 1 0 27
否定 1 0 3 5 11 2 3 0 25
肯定＋否定 1 0 1 1 4 1 1 1 10





高卒 短大卒 専門学校卒 大卒 合計
かちかちやま内容 肯定 4 14 4 5 27
否定 9 12 1 3 25
肯定＋否定 1 4 1 4 10
合計 14 30 6 12 62
度数	 表₉　かちかちやま内容と抱っこに対する感情
抱っこ
こわい こわくない その他 合計
かちかちやま内容 肯定 0 24 3 27
否定 2 19 4 25
肯定＋否定 3 7 0 10




気にならない 汚い その他 合計
かちかちやま内容 肯定 22 1 4 27
否定 20 0 5 25
肯定＋否定 8 2 0 10








年齢　20代前半 3 3 0 6
20代後半 7 0 1 8
30代前半 8 1 1 10
30代後半 6 6 1 13
40代前半 2 2 0 4
40代後半 0 6 1 7
50代前半 1 5 0 6
50代後半 0 3 1 4
60代前半 1 1 0 2
60代後半 1 0 0 1
70代以上 1 0 0 1








年齢　20代前半 4 2 0 0 6
20代後半 3 2 3 0 8
30代前半 3 5 1 1 10
30代後半 4 4 4 1 13
40代前半 0 4 0 0 4
40代後半 4 2 0 1 7
50代前半 3 3 0 0 6
50代後半 2 1 0 1 4
60代前半 0 1 1 0 2
60代後半 0 0 0 1 1
70代以上 0 0 0 1 1




























































最終学歴　高卒　　　 11 2 1 14
短大卒　　 24 1 5 30
専門学校卒 5 0 1 6
大卒　　　 7 5 0 12








最終学歴　高卒　　　 10 0 4 14
短大卒　　 26 0 4 30
専門学校卒 6 0 0 6
大卒　　　 8 3 1 12
合計　　　 50 3 9 62
χ2＝16.473　　df＝6　　P＝0.011
度数 度数
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ている子どももいるほど、命あるものを我々
は食していることさえ感じられない子どもた
ちが増えている。死についての実体験のない
者にはなかなか生命の大切さは理解できない。
　伝承する側ではなく、実際の受け取り手で
ある子どもたちはこの物語をどう捉えている
であろうか。３歳から５歳児48名について調
査したところ（赤津2008）では、絵本を読み終
えた後に問うたお婆さんの印象については
「タヌキに殺された」「死んだ、」が14名、「逃
げるが食べられた」が１名、「いなくなった」
が１名、「歩けない」が１名、「お爺さんの手伝
いをした」が１名、「お爺さんに怒られた」が
３名、「泣いていた」が２名、「逃げた」が１名、
「かわいそう」が２名「タヌキに叩かれた」
が１名であり、残りの21名は「無回答」であ
る。全体の感想については「楽しかった・面
白かった」18名「タヌキがかわいそうだった」
７名「びっくりした」１名「無回答」22名で
あった。この昔話は前半のお婆さんが狸に殺
されるまでと、後半のウサギの仇討ちまでの
話が長いために絵本を読み終えた時点では、
前半の部分の印象より後半の部分の印象が強
く、前半の部分はあまり覚えていない者が多
いのである。
　本調査でも、絵本を読む前にあらすじを問
うたところでは、後半のウサギの仇討ち場面
のことのみを記述しているものがほとんどで
あった。本研究の対象者が幼いころに読んだ
「かちかちやま」が、婆汁をお爺さんに食わ
せる内容であったか、ただお婆さんがタヌキ
に殺されるだけであったかは定かではないが、
いずれにしても、前半の部分はあまり印象に
残っていない。小澤（2005）は「たぬきはば
あさまを杵でうち殺しますが、リアルな描写
は一切ありません。実態を抜いて語るのが昔
と考える者が多い（χ2＝9.533　df＝4　ｐ＜
0.5）。また、幼い子どもに席を譲ろうとする
者はしないものよりも婆汁の話を幼児に聴か
せたくないと考えるものが多い（χ2＝13.266
　df＝4　ｐ＜0.01）。これらのことから、子
どもの現状をある程度知っている者、気遣い
のできる者はあまりこの話の部分を子どもに
は伝えたくないと思っているといえる。
　現役の大学生ではこの昔話を子どもに伝え
るべきではないと捉えているものが多いが、
成人女性では、年齢の高いものほど伝えてよ
いのではないかと考えている。成人女性では、
子どもの世話についてのストレスの低い者は、
内容を聴かせる方がよいと肯定的にとらえて
いる。この者たちはある程度、“子どもという
もの”の現状を体験的にわかっている者たち
と考えられる。
　一方、現場の保育士は、現在の子どもたち
をめぐる環境の変化を鑑みながら、配慮しな
がら伝えていくことが必要であると考えてい
る者が多い。
　近年の道徳観、社会的規範の遵守が希薄に
なってきた背景には、ごく初期に子どもにき
ちんとした規範を教えていないことが挙げら
れる。子どもの自主性を重んじるといっても
基礎となる尺度を持っていない者には無理な
ことである。まずはしっかりとおとなが見本
を示し、善悪、可否など判断基準を示すこと
から規範意識は始まる。
　戦後、社会生活や家族の機能が変化し、そ
れまで家庭が担っていた子どもの養育、教育、
高齢者の介護等家族の機能を外部に委託する
割合が増加してきた。在宅死よりも病院死が
増え、子どもたちが身近で人の臨終に立ち会
う機会も減っている。食糧も外部調達がほと
んどである。魚は切り身で泳いでいると思っ
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松谷みよ子　（1967）かちかちやま　ポプラ社
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西本鶏介（1990）かちかちやま　ポプラ社
おざわとしお　（1988）かちかちやま　福音館書店
小澤俊夫　（1998）昔話が語る子どもの姿　古今社
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横山章光（1996）アニマル・セラピーとは何か　日
本放送出版協会
話です」（p14）と述べている。
　この絵本を置いている幼稚園の園長は「残
酷さは特に意識せずに、子どもたちに読み聞
かせている。」と語っていた。学生の感想に
も「昔話の特有の調子で、強調しないように
読み手側が気を付ければ気にしないで勧善懲
悪の部分だけが心に残ると思う。おとなが気
にする程子どもは残酷性を意識していない。」
というものがあった。
　あまりに配慮し過ぎることは子どもの命の
教育の経験の幅を狭めてしまうことになる。
子どもたちが飼育した動物を食するという実
践的な授業も行なわれたことはあるが、その
動物を食することに必然性がないなどの問題
もみられた。絵本はこのような直接的なやり
方ではなく、イメージにより子どもたちに伝
えることができる。生活の基盤がますます自
然から隔たって来ている現代では、「かちかち
やま」の本来の伝承内容については、これを
全く排除してしまうのではなく、また必ずし
もその意味が明確にされる必要もなく、幼い
ころからさりげなく潜在意識の中に、頭の片
隅に入れておくことが大切なのではなかろう
か。
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